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学生への指導方針 １人のサイエンティストとして尊重し、興味・特性に合ったテーマに取り組んで頂きます。 
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私たちの研究室では、からだを守る免疫システムの研究を進めています。中でも、外敵の侵入や、からだの異変

を速やかに察知する免疫受容体（レセプター）の機能の解明に注力しています。こうした研究の過程で、近年、

病原体や損傷自己成分を認識するレクチン受容体群（C-type lectin receptor, CLR）や、T 細胞受容体（T cell receptor, 
TCR）を見出しました。現在、この研究成果を、より効率的な免疫賦活化、並びに、過剰な免疫応答に伴う疾患

の治療に繋げる努力を続けています。最近論文として発表したテーマ、現在進行中のテーマは以下のとおりです。

バックグラウンドは問いません。ラボ見学や質問はいつでも歓迎します。 
 
CLR 
１）レクチン受容体を介する結核菌の宿主免疫回避機構 
２）損傷自己から放出される自己分子と病態への寄与 
３）抑制シグナル破綻による新規自己炎症疾患の機序解明 
４）レクチン受容体を標的とした免疫賦活法の開発 
５）レクチン受容体が認識する自己分子と恒常性維持応答 
６）らい菌による免疫賦活と免疫回避の分子機構 
７）同一受容体が病原体を見分ける分子機構 
８）レクチン受容体の進化的起源の研究 
９）結核菌脂質を認識するレクチン受容体の構造基盤 
 
TCR 
１）SARS-CoV-2 に対する T 細胞応答の解析 
２）NKT 細胞分化・活性化を司る自己抗原の同定 
３）MAIT 細胞の分化・活性化を担う自己抗原の同定 
４）自己抗原特異的 T 細胞クロノタイプと抗原の同定 
５）自己免疫疾患を惹起する新規 T 細胞と抗原の同定 
６）結核菌を認識する新規 T 細胞と脂質抗原の同定 
７）SARS-CoV-2 ワクチンに対する T 細胞応答の解析 
８）SARS-CoV-2 に応答する制御性 T 細胞の解析 
９）T 細胞受容体によるウイルス抗原認識の構造基盤 
 
研究室ホームページ：https://molimm.biken.osaka-u.ac.jp/ 
 
 
 


